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略　歴
1948年 7月　熊本県生まれ
1972年 3月　長崎大学教育学部卒業
1976年 3月　広島大学大学院教育学研究科修士課程修了
1976年 4月　広島大学助手教育学部教育学研究科
1980年 3月　広島大学大学院教育学研究科博士課程後期単位取得満期退学
1982年 2月　プーシキン・ロシア語大学ロシア語教員資格向上課程修了
1988年 4月　東京都立立川短期大学助教授
1992年 4月　モスクワ教育大学研修員
1993年 4月　東京都立立川短期大学教授
1996年 4月　東京都立短期大学教授
2000年 7月　ウクライナ教育科学アカデミー研修員
2005年 4月　首都大学東京都市教養学部教授
2006年 4月　首都大学東京大学院人文科学研究科教授
2012年 4月　早稲田大学教育・総合科学学術院特任教授
2012年 5月　首都大学東京名誉教授
主要業績
＜著書＞
（共）『教育学』福村出版，1980年 4月
（共）『世界の幼児教育（第 3巻）』日本らいぶらり，1983年 5月
（共）『ソビエトの教育改革』明治図書，1985年 4月
（共編）『教師をめざす人のための教育学』エイデル研究所，1986年 5月
（共）『実践教職課程講座（第 19巻）』日本教育図書センター，1987年 12月
（共）『科学的訓育論の基礎』明治図書，1988年 4月
（共）『道徳教育の研究』八千代出版，1990年 2月
（共）『比較教育学』福村出版，1990年 12月
（共）『教育のペレストロイカ』新読書社，1991年 4月
（共）『教育法規の論争点』教育開発研究所，1994年 3月
（共）『西洋教育史』福村出版 1994年 5月 
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（単）『転換期ロシアにおける教育改革の研究』近代文芸社，1994年 6月
（共）『世界の生涯学習』エムティ出版，1995年 3月
（共）『ロシアの教育―課題と展望―』新読書社，1996年 4月
（共編）『ロシアの教育―過去と未来―』新読書社，1996年 4月
（編）『教育の基礎―その本質と目的―』エイデル研究所，1996年 4月
（共）『生徒指導と教育相談』エイデル研究所，1996年 5月
（共）『危機管理の法律常識』教育開発研究所，1997年 6月
（共）『教育哲学のすすめ』ミネルヴァ書房，2003年 10月
（共）『教育哲学へのいざない』学術図書出版社，2007年 4月
（共）『人間学から福祉学を発見する』，あいり出版，2009年 9月
（共）『国際教育学の展開と多文化共生』学文社，2010年 4月
（共）『新編教頭読本』教育開発研究所，2004年 7月
（共）『西洋の教育の歴史』ミネルヴァ書房，2010年 2月
（共）『変わるロシアの教育』東洋書店，2010年 4月
（共）『校長入門』教育開発研究所，2011年年 4月
（共）『学校学力から生涯学力へ』学文社，2011年 6月
（共）『中央アジアの教育とグローバリズム』東信堂，2012年 3月
（共）『保護者対応で困ったときに開く本』教育開発研究所，2012年 7月
（編）『生涯学習と多文化・多民族教育の研究』学文社，2013年 4月
（共）『大学の生き残りと再生への手がかりを求めて』あいり出版，2013年 9月
（編）『多文化・多民族共生時代の世界の生涯学習』学文社，2018年 3月
＜論文＞
（単）「ソ連の学校改革の意味するもの」『日ソ経済調査資料 629号』（日ソ経済調査室），1984年 10月
（単）「後期中等教育の多様化と単一化に関する一考察」『日本教育行政学会年報（第 11号）』（日本
教育行政学会誌），1985年 9月
（単）「ソビエトにおける生涯教育の現状」『諸外国における生涯教育の現状』（文部省社会教育局社
会教育課），1986年 2月
（単）「ソビエト教育学における理論と実践の問題」『教育学研究（第 53巻 3号』（日本教育学会誌）， 
1986年 9月
（共）「通学区域改正の要因とその手続きに関する実態調査」『日本教育行政学会年報（第 12号）』（日
本教育行政学会誌），1986年 10月
（共）「ソビエト教育改革の性格に関する考察」『筑波大学教育学系教育経営学研究室研究紀要』（筑
波大学），1987年 12月
12355
（単）「学校財政メカニズムのペレストロイカ」『季刊教育法（78号）』（エイデル研究所），1989年 11月
（単）「転換期におけるロシアの教育」『ビュレティン（第 24号）』（ソビエト研究所），1992年 12月
（単）「比較教育思想試論（1）―マカレンコとスホムリンスキー―」『東京都立立川短期大学研究紀
要（第 27巻）』（東京都立立川短期大学），1994年 2月
（単）「比較教育思想試論（2）―マカレンコとスホムリンスキー―」『文化国際研究（第 1巻）』（東
京都立短期大学），1997年 2月
（単）「比較教育思想試論（3） ―マカレンコとスホムリンスキー―」『文化国際研究（第 2巻）』（東
京都立短期大学），1998年 2月
（単）「比較教育思想試論（4）―マカレンコとスホムリンスキー―」『文化国際研究（第 3巻）』（都
立短期大学文化国際学科），1999年 2月
（単）Вивчення про В. А. Сухомлинском в японii, M., “Бюлетень iнститута педагогiки 
професiйноi освiти АПН”, Украiни, No. 7, 1999p.
（単）「マカーレンコ教育思想受容の一断面―作品『教育詩』と映画『人生案内』の関係についての 
考察―」『教育学研究（第 69巻第 2号）』（日本教育学会誌），2002年 6月
（単）「プーチン政権の教育戦略と学校改革の動向」『窓（第 129号）』（ナウカ社），2004年 7月
（単）「ロシアにおける教育改革の課題と展望」『ロシア・ユーラシア経済調査資料（No. 870）』（ユ 
ーラシア研究所），2004年 12月
（単）「ロシアの幼児教育」『教育と医学（第 51巻 2号）』（慶應義塾大学出版会），2003年 2月
（単）「地方レベルの教科書制度の運用と実態」『教科書改善のための調査研究』（2004年度文部科
学省省調査委嘱研究），2005年 3月
（単）「マカーレンコ―欧米教育学との格闘における受容と排斥―」『2004年度首都大学東京傾斜配
分研究費報告書』（首都大学東京），2005年 9月
（単）「教科書『まわりの世界』の展開と特質―小学校教科『「生活科』と 2種類の教科書比較の視
点から―」『教科書改善のための調査研究』（文部科学省調査委嘱研究），2006年 3月
（単）「ロシア連邦における義務教育をめぐる意思決定と教育財政改革―分権化と集権化の拮抗関係
の中で―」『比較教育学研究（第 33号）』（日本比較教育学会），2006年 6月
（単）「21世紀初頭ロシアの教育戦略」『ロシア・ユーラシア経済調査資料（No. 902）』（ユーラシ
ア研究所），2007年 9月
（単）「多民族・多言語国家としてのロシア―民主的法治国家の形成と新しい市民社会の育成―」
『CS研レポート（Vol.60）』（啓林館），2007年 12月
（単）「ロシア連邦のキャリア教育・職業指導の展開と課題」『文科科学省科研費補助金基盤研究 B
海外学術調査』（課題番号 17402042，2007年度最終成果報告書），2008年 3月
（単）「学習社会における『生涯学力』形成の課題」『日本学習社会学会年報（第 4号）』（日本学習
社会学会），2008年 9月
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（単）「ロシアにおける学力問題と学力把握の検討」『日本学習社会学会年報（第 5号）』（日本学習
社会学会），2009年 9月
（単）「多民族・多言語国家における教育の現状と課題―ロシア・タタールスタン共和国を事例とし
て―」『季刊教育法（162号）』（エイデル研究所），2009年 9月
（単）「ロシアにおける学力調査の役割と課題」『比較教育学研究（第 40号）』（日本比較教育学会）』，
2010年 1月
（単）「日本における地域社会の多文化・多民族化と生涯教育の課題」『曁南比較教育経典閲読學術
論壇（第 5号）』（台湾行政院国家科学委員会），2010年 5月
（単）「地方分権化の動向と多文化地域における生涯教育―ロシア・クラスノダール地方の経験を中
心として―」『学習社会研究（第 1号）』（日本学習社会学会），2010年 11月
（単）「移民政策の転換と移民の子どもへのロシア語・母語教育―モスクワ市の取り組みを中心とし
て―」『日本社会教育学会紀要（No. 47）』（日本社会教育学会），2011年 6月
（単）「学校－家庭－地域社会を『つなぐ』社会教育士の役割と課題」『学習社会研究（第 2号）』（日
本学習社会学会），2013年 1月
（単）「ロシア連邦の先住少数民族政策と多文化・多民族共生教育の課題」『ロシア・ユーラシアの
経済と社会』（ユーラシア研究所），2013年 5月
（単）「先住民族の教育権保障に関する国際比較研究の目的，課題及び研究方法」『国際教育
（No. 19）』（日本国際教育学会，学事出版），2013年 9月
（単）「言語権の視座からみた先住民族の教育権保障―ロシアにおける先住少数民族を事例とし
て―」『国際教育（第 20号）』（日本国際教育学会，学事出版），2014年 9月
（単）「ロシア連邦の先住民族政策と教育権保障―言語権からみた現状克服の課題―」『日本学習社
会学会年報（第 11号）』（日本学習社会学会），2015年 9月
（単）「先住少数民族の教育権保障の課題―『先住民族の権利に関する国連宣言』前後の政策動向
を中心として―」『ロシア・ユーラシアの経済と社会（No. 998）』（ユーラシア研究所），2015
年 10月
（単）「学習社会における言語と教育―学社連携による先住少数民族の言語・文化復興の取り組みと
課題―」『学習社会への展望―地域社会における学習支援の再構築―』（日本学習社会学会創
立 10周年記念誌，明石書店），2016年 9月
（単）「ロシアにおける多文化・多民族共生と生涯学習」『多文化・多民族共生時代の世界の生涯学
習』（学文社），2018年 3月
（共）「回顾与展望：日本教育界的苏霍姆林斯基思想研究」『比较教育研究（第 11期）』（北京师范大
学），2018年 11月
（※）その他，論文，文科省科研費報告書，訳書，翻訳論文，事典，高校検定教科書，書評など約
200点
